
英 語 の諺 と助動詞

倉 島 史 憲*

1. は し が き

助動詞には,ほとんど語い的意味を持たないで進行相や受動態に用いられる b̀e',完了相

に用いられる h̀ave',疑問文,否定文や強調に用いられる d̀o'の類を初めとし,話者の心

的態度を表現し,語い的意味を明示する c̀an',̀may',̀must',̀will',̀shall'などの m̀odal

auxiliaries',(1) m̀odal',(2) m̀odals'(3)等といわれる法助動詞の塀との2種塀があるが,本

稿は,これらのうち,特に法助動詞が英語の諺にどのような意味効果を与えているかを探ろ

うとするものである.

その際,現在時制で示される其理と助動詞があることによって示される真理とのかかわり

即ち,助動詞の有無による意味の差についても考えてみようと思う.

2.will,wouldの例

-will'は元々,古英語の ẁyltan'や中世英語の ẁz'tlen'に由来し,̀todesire'(欲する)

の独立した意味を持っていた(4). ẁould'は,これら両英語の過去形の ẁolde'に由来す

る.(5)従って,特に舌英語の時代には純然たる未来時制というものはなく現在時制がその代
用をしていたことになり,文化の発展と共に,時の区分が必要にたったのである.また言語

が文字で書かれるようになると現在時制と過去時制の二つだけではあいまいさが生じ,思想

の複雑さの増加と共に∵層精巧にして正確な時制体系が必要になってきた.(6)中でも未来時
制の役目を ẁill'や s̀hall'が演じるに至ったことは,常識的に私達は知っている,しかし

ながら, ｢意欲｣は ｢意志｣に通じ,更に ｢決意｣に通じるように,̀will'は基本的には t̀o

resolve'(決心する)を示し,㈹ ｢習慣｣, ｢推測｣等の意味領域を表わすようになった.

21.意志 (Yolitiom)

この意味では,生物 ･無生物,あらゆる人称に用いられ,主語の意志や願望を表わす場合

である.読む場合には, ẁill'に強勢をおく.特に ẁillnot', ẁouldnot'ほ r̀efuse

例1. Do(toothers)asyouwouldbedoneby.

この諺は,現代風にするならは,"Bahavctowards(Tyeat)Othersasyouwouldlike

themtobehavetowards(tyeaE)you.''となろう.この諺に ẁould'がなかったら,単なる

受動態となり,この諺本来の希望を表現しないことになる.

例2. Nonesoblindasthosethatwillnotsee.

この諺は,正式には,"There'S(-Thereis)nonesoblindasthosethatwillnot
see.川という.この諺の ẁill'ほ,｢どうしても～する｣,また否定語の ǹot'を伴い,｢ど
うしても～しようとしない｣の意である.従って,この諺の意味は, "Itisnousetrying
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tomakeapersonseewhathedoesnotwishtosee°"である.この諺の ẁillnot'を

d̀onot'とすれば,この諺の言わんとする r̀efusetosee',̀declinetosee'(9)という d̀eci･

sion'は含まれないことになる.これと同じ文体の"Nonesodeafasthosethatwillnot

hear.対も全く同じ用法の ẁill'である..

例3. Youthandagewillneveragree.

この諺の willは,例2と同様である.この諺は,過去においても,現在においても,将

来においても妥当性を持ち,"Opinionsarealwaysdifferentbetweenyoungandold

men."を表現している.この諺の ẁill'を取除くと,つまり, `̀セoungandagenever

agree." といえば g̀eneralstatement'を示し,諺とほぼ同じ意味を表現している･

22.習慣 (habit)

現在時制による ｢習慣｣は,単に事実として述べるだけであるのに対して, ẁill'による

場合は,｢何を言っても強情に～する｣といった非難 ･当惑などの感情が含まれるのが普通
である80.この場合の ẁill'について,"Habitsinthepresentarenomallyexpressed

bytIleSimplepresenttense:butwill+in丘nitivecanbeusedinsteadwhenwewish
toemphasizethecharacteristicsofthe performerratherthantheaction

performed."帥とあるように,行為者の特性を述べるものでもある.また, ẁould'にもこ

の用法があるので,`̀Willandwouldmay expresshabitorrepetition,especially

whatisorwascharacteristicundercertaincircumstances(a):alsoanatural

propensity(b)."的としている.

例1. Adrowningmanwillcatchatastraw.

この諺は,̀will'の特性を汲んで,"Amanintroubleiseagertodependoneventhat

whichmaylookuseless."とも"Amanintroubleinclinestodependoneventhat

whichmaylookuseless."とも節義できよう.この諺に ẁill'がなければ単に現在の事

実を述べるだけであり,行為者の感情は含まれないことになる.

例2. Boyswillbeboys.

Curmeは,このような ẁill'を,àstronginclination,tendency'であるとして,

この用法例として,この諺に近い"Childrenwillbenoisy."的を挙げている.Schibsbye

は ùnaccommodatingattitudeonthepartofthesubject'44の例として,また
Zandvoortは ànaturalpropensity'的の例として"Boyswillbeboys.''を挙げている

ように,この諺は,̀Ìtisinevitableforboystoplaytricks.''と節義できよう.この諺
を `̀Boysareboys."としたら,"Boysactlikeboys."を意味する f̀actualstatement'

を示すことになる.

例3. Murderwillout.

この諺を,Jespersenは v̀olition'的 の一例として挙げている.これは,̀will'が習慣を

示すのか,意志を示すのか,区別しにくい一例といえようが,｢四知｣や ｢天網侠恢疎にし
て失わず｣ともあるように, m̀urder'の羊との性質から,この諺は,習性 ･傾向甲この項

に入れるべきだと考えられる.従って,この諺は,"Wrongdoingissuretocometolight

soonerorlater.''と節義できる.この諺を,"Murderouts.''といえばどうかというと,

ẁill'がなくとも現在にも未来にも変らぬ意味合いがうかがわれるので,-真実を述べる英
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文として成立する.反対の意の "Truthwillout.''の ẁill'も同じ意味用法である.

28. 推測(BuppOSitiorL)

これは二 ･三人称を主語とする用法で日本語の｢～でしょう｣と訳し,一般に ｢現在におけ
る推測｣を示し,可能性のある推測を示すともいえる･的 この意の形は,｢命令形,andT｣
や Ìf･Clause,～'の形態で諺には見られる.この意味では,"He'llbesittinginthe

airport.-Iamsureheissittingintheairport."W即ち"Iamsure～."-と言い換

えうる.

例1. Doasmostmendo,thenmostmenwillspeakwellofyou.

この諺は,｢世間並みにしていれば,人は良くいうでしょう｣ということであるから,"It
should､besafeforustofollowtilemannersandcustomsoftheplacewherewe

live."と節義できよう.この諺は,命令形をとっているだけに,後に続く節は,当然"･--,

thenmostmenspeak～."とはいえない.

例2. 1fyourunaftertwollareS,youWillcatchneither.

これは仮定法現在をとっている諺である.仮定法現在は,現在または未来に関する不確実

な想像を表わすが,この諺の場合の Ìf･Clause'は,àutomaticorhabitualresults'的

を表現するために使われていると考えられる.従って,この諺は,"Wecannotgettwo

thingsatonce.''とか "Weshouldnotbetoogreedybecausewecannotgetallwe

want.''とか "WesllOuldnotwantmuchatatime.''の気拝を示す.この諺の ẁill

catchneither'の部分を d̀on'tcatcheither'とした場合には,必然的な内容を表現す

るので元の諺とほとんど同じ意味を示すといえる.

例3. 1fyousingbeforebreakfast,youwillcrybeforenight.

これも例2と同様の仮定法をとり,自然発生的 ･習慣的結果の主節を持っている.従って

この諺は,"Weshouldnottaketoooptimistic'aviewofthings."とか "Ifwemake

merrytoomuch,Weareliabletobepesimisticsoon."という気持を示し,例3は,

ẁill'がなくとも同意の文となる.

3. Shall,shouldの例

s̀hall',̀should'はそれぞれ舌英語の s̀ceat',̀sccolde'に由来し,餌 元来,｢義務 ･強制
･必要｣の意味を持ち,切従って,語源的,基本的に ｢義務 ･必要｣を表わす.餌 s̀hall'

が ｢義務 ･必要｣の意が弱まって主語の意志とは関係の元:い運命的に起こる事柄も表わすよ

うになる.時制の一致により s̀hall'が s̀hould'になったり,仮定法から s̀hould'が現在

に関して用いられたりする.

31. 運命(destiny)

これは,古風ないい方で運命･神の意志などによる必然または将来についての厳粛な予言

を表わす.これは,現代の b̀esureto-Ⅴ', m̀ust'などに置き換えが可能である.

例1. Asyousow,soshallyoureap.

この諺の s̀hall'は,上記の説明の通りで,｢因果応報｣とか ｢自業自得｣を示す諺である
から"Youmusttaketheresponsibilityofyouractions.''とか"AsSureasyoudo

rightorwrong,soyoumustberewardedorpunished."と節義できよう.
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32.単純未来(simplefuture)

これは,英国にある用法で p̀urefuture'(純粋未来)餌ともいわれ,"Onedayweshall

die.''とか"Ishallbe17yearsoldnextmonth."のように必ず実現することを示す.つ

まり,"Formerlywi1lwaskeptforintetion:Iwillwaitforyou-Iintendtowait

foryouandshallwasusedwhentherewasnointention,i･e･foractionswhere

thesubject'swisheswerenotinvolved:Ishallbe25nextweek.-"糾 とある通

りである.しかし,今では,このような s̀hall'のところに ẁill'を用いることが普通で

ある.餌

例1.Hethatstaysinthevalleyshallnevergetoverthehill.

この諺は,｢谷の中にとどまる者は,決して山を越えることはない｣と和訳で きる.従っ
て,この場合の s̀hall'の特性を汲んで,"Apersonwhohashalfamindtoseethe

worldwillknowlittleofit.''と節義できよう.この諺から s̀ball'を取り除いても過去,

現在,未来においても成立するので,ほぼ同じ意味になる.

例2.Hethattouchespitchshallbede丘led.

この諺は,｢ピッチに触れる者は,手がよごれるだろう｣と和訳でき,｢朱に交われば赤く
なる｣に相当するものである.この s̀hall'の特性から,この諺は,"Ifyoukeepcompany

withabadman,youwillbeinfluencedbyhim."とか "Wehadbetteravoidbad

companionsincasetheyshouldhaveabadinfhenceonus."と節義できる.この

諺の s̀hallbe'の箇所を現在形の ìs'としても,ほぼ同じ意味を示す.

38. %#(duty)

この場合,｢～すべきである,～しなければならない｣と和訳する,これに似た ｢命令｣
(command)の●shall'は,法律･規則などの文に用いられるが,一般には m̀ust',̀have/

hadto',̀is/wasto'がこれに取って代わる餌.その際, s̀hould'では ｢命令｣の気拝は弱

く,̀must'や h̀aveto'よりも意味も弱く,c̀orrectorsensibleaction'をも示す.切

例1.Law･makersshouldnotbelaw･breakers.

これは,｢立法者は,法律違反者であってはならない｣ということで,"Thosewhomake
lawsshouldobservethem.相という気拝を示す諺である.この諺の s̀houldnotbe'を

àrenottobe'としても,同じ意味である.というのは,̀beto-Ⅴ'の形で ｢義務｣を示す

ことができるからである.

例2.HeshouldIlaVealongspoonthatsupswiththedevil.

これは, s̀hould'の特性を汲んで,"Whenweareamongbadcompanions,we

shouldbecarefulnottobetakenadvantageofbythem."と街義できる.この諺を

"Hehasalongspoonthatsupswiththedevil.''といえば,●factualstatement'を

表わし,諺が言わんとする意味 ･精神即ち,｢義務｣ないしは ｢必要｣を示さないことになる.

4.camの例

c̀an'は,元来,̀know'を意味し,̀Ican'といえば,̀Iknow'であり,不定詞を伴うと

Ìknowhow'を意味するようになり,さらに Ìamableto',Ìhavepowerto'の意味

を持つに至った,鰯"Icanswim."は,ラテン語の"scl'6na～ye."(私は泳を知っている)に
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全く一致する表現である.C)

41.能力(ability)

これは,先天的 ･後天的に備わっている精神的･肉体的な能力を示し∴｢～する能力があ
る｣の意味である.これは,生物 ･無生物について用いられる.またJこれを,̀is/am/are

ableto･Ⅴ'や h̀avetheabilityto･Ⅴ'と言換えることができる.

例1.Amillcannotgrindwiththewaterthatispast.

この諺は,〟Afatalmistakecannotbehelped."とか"Wecannotrecallthethings

ofthepast."また,"Weshouldbecarefuloftbewaywelive."という気拝の g̀eneral

statement'を示す.この諺を,"Amilldoesnotgrindwiththewaterthatispast."

といえば,̀scientificstatement'を示し,現在に限らず過去,未来においても成立するの

で,一種の永遠の真理を示すことになる.従って,例1とほぼ同じ意味である.

例2. Nomancanservetwomasters.

この諺は,̀can'の用法から,"Itisimpossibleforapersontobetr〝e(faithful,

dez)oted)totwomasters.''という気特を表わし,例1と同様に g̀eneral statement'

を示す.従って,この諺を,"Nomanservestwomasters.''といえば,̀factualstate･

ment'を示し,諺とほぼ同じ意味である.

例3.O且ecannotbeimtwoplacesatonce.

この諺は,｢二兎を追う者は,一兎をも得ず｣を思わせ,"Wecannotdotwodifferent
thingsattwodifferentplacesatthesametime."と節義できよう.この諺を,"One

isnotintwoplacesatonce."といい直しても諺として通る.

例4.Youcannotgetbloodoutofastone.

"Youcannotgetwateroutofastone."という諺もあるが,こちらの方は,"We

cannotexpecttoextractmoneyfromapersonwhoeitherwillnotpay,ordoesn't

havethemoneytopay.''ということである.一方この例4の諺は,"Wecannotexpect
humanfeelingfromahard-heartedperson."とか "Amercilesspersonhasno

tenderheartedness(tenderhcayt).''と節義できよう.この諺は,̀inability'を示している

ので,̀cannot'を d̀on't'とした場合は,̀crudelanguage'の感じがあり,教育を受けない

人が口にしそうな気がするが,やはり例1や例2のように諺と称することができる.

42.可能性(possibility)

これは,日本語の ｢～ことがある;ありうる｣に相当し,m̀ay'が示す f̀actualpossi･
bility'に対して t̀heoreticalpossibility'を示すが,"Lightningcanbedangerous."

において,c̀an'は,g̀eneralstatement'としての可能性を示す.この文を "Lightning

issometimesdangerous." と表現しても意味は上の文とほぼ同じである.榊尚,h̀ypo･

theticalpossibility'には m̀ight'や c̀ould'を用いる.

例1.Thingsdonecannotbeundone.

この諺は,"What'sdonecannotbeundone."ともいわれ,"Onceonetakesaction,

itcannotberecalled.'',"Onceactionistaken,itcannotbeerased.けとか "Regret

willnotmendwhatapersonhasdone."という気拝を示す.この諺を,"Thingsdone
arenotundone."といえば,現在に限らず過去,未来においても成立する真理を示すこ
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とになり,諺とほぼ同じ意味を示す.また,この諺を,"Thingsdonearenottobe

undone."といっても諺と全く同意である.

例2.Twoofatradecanneveragree.

この諺は,"Twoofatradeseldomagree."ともあるように,"Oneisapttothinkof

one'sownbusinessasmorethrivingthantileOther'S.相と節義できよう.この両者の

諺は,普遍性,妥当性の点から,全く同じ気拝を示している,"Twoofatradearenever

toagree.γといえば,"Twoofatradeeveragree.''と同様に f̀actualstatement'

を示すが,前者の方は ｢絶対に同意することはない｣という感じである.

5.mayの例

元々は, m̀ay'は m̀謬g'という古英語に由来し,その意味は,｢～の力がある;～の権
力がある｣であって,元来,l̀can'の意味であったが,c̀an'がこの意味に専用され,｢許
可｣(permission),｢可能性｣(possibility)の意味を持つに至った.糾 また m̀ight'は,
やはり舌英語の m̀ighte'や ■moghte'に由来する.叫
51. 許可(permission)

｢許可｣を示す m̀ay'は,àllow', b̀eallowedto†, h̀avepermissionto', h̀avea

right'の意に相当する.餌 同じ許可の c̀an'と比較した場合,次のような差異がある-

Youmayparkhere.-igiveyoupermissiontopark.

Youcanparkhere.-(1)Ⅰgivepermissiontopark.(2)Youhavearighttopark.

(3)Thepolicewillallowyoutoparketc.

例1.A catmaylookataking.

この場合の m̀ay'は,話し手が許可を与えたり,拒否したりする場合に主に用いられるもの

であるから,この諺は,"Everyoneispermittedtoseewhatheorshewantstosee."

や "Acathasarighttolookataking."という気拝を示す.この諺を,"Acatlooks

ataking."といえば,̀actualaction'を示すことになり,諺の意味するものとはほど遠い.

5乞. 可能性(possibility)I

この場合の m̀ay'は,命題内容が英である可能性があるという f̀actualpossib享Iity'を
示し,日本語の｢～かもしれない｣に相当する.可能性における c̀an'の差異は-(1)The
railwaymaybeimproved.(2)Therailwaycanbeimproved.において,"Sentence

(1)saysmerelythatINTHEORYtherailwaysareimprovable,iethattheyarenot

perfect.Sentence(2)couldspggestthattherearedefiniteplansforimprovement･"

である.糾
例1.Hethat丘ghtsandrunsawaymayliveto丘ghtanotherday.

この諺は,"Careisindispensabletotheattainmentofsomeobjectrequiring

courage.打という気拝を示す.この諺を,`̀Hethat丘ghtsandrunsawaylivesto丘ght

anotherday."といえば,f̀actualstatement'を示すにすぎない.

例2. Alionmaycometobebeholdentoamouse.

この諺は,̀ Ẁhatseemstobeworthlessoruselessissometimeshelpfultopeople

introuble.相や "Weshouldmakemuchoftriflingthings.Latertheyaresureto
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helpus.''という気拝の諺である.この諺を,"Alioncomestobebeholdentoamouse･''

といえば, àctualstatement'を示し,諺が示す g̀eneralstatement''にはならない.

6.mustの例

mustは,古英語の m̀o-ste'に由来し,̀mo-ste'は,̀tobeallowed'という意味の m̀oIEan'

の過去形であった.田 Onionsによると,現在に関して使ったのは,位定法用法で あって,

これは仮定法を使うことによって ｢義務｣ (Obligation)の意味を和らげるためであったと

いう.軸そうだとすれば, m̀o-tan'には早くか ら ｢義務｣の意味,つまり t̀obebound

(comLIelled)to'という意味が生じていたことになるであろう.

61. 必要 (necessity)

この意の用法は,■命題内容が其であるとする話し手の査定を示すものである.

例1. Needsmust(do)whenthedevildrives.

ǹeedsmust'ほ,Àmanneedsmustdo'の省略である.この諺の ǹeeds'は,古話で

日本語の ｢ぜひ ;必ず ;どうしても｣の意の副詞である.従って,この諺は,"Wedon't

workuntilweareindistress."とか "Wewillmanagetodoitwhenwecan'tget

outofit.''という気拝を示す.この諺を,"Amandoeswhenthedevildrives.''といえ

ば, f̀actualstatement'を示すが,諺とほぼ同じ意味である.

例2. Asyoumakeyourbed,soyoumustlieinit.

この諺は,"Weareresponsibileforouractions.相と節義できる.この諺を m̀ust'を

用いずに表現すれば不自然な英文となるが,"Asyoumakeyourbed,soyoulieinit."

といえば, m̀ust'こそないが,諺に近い意味となる.

例3. Desperatediseasemusthavedesperateremedies.

この諺は,"Ifyou丘ndapersoninterribledistress,youmusttakedrasticsteps

tosavehim.''という気拝を示す.この諺を"Desperatediseasehasdesperatereme-

dies."や "Desperate disease requiresdesparate remedies." とか といっても

f̀actualstatement'を示すが後者の方が諺の意味により近い.

7.あ と が き

諺は,過去,現在,未来にわたり生き続けて真理を語り,われわれの行動の規範を示唆す

るが,その文法的時制は,英語では,古くは現在形で未来の表現ができたのであった.しか

し,英語史が教えるように,文化が進み,精神活動が多様舷細になり,その言語表現に精妙

さがT求められるにつれて,時の表現も技雑化し,現在,過去,未来の時制的区別が成立し,

助動詞の役割も重要になってきたのである.

ところが,諺には,"Faintheartneverwonfairlady.","Romewasnotbuiltina

day.'',早 "Carekilledthecat.''等に見られるように過去形を取りながら現在においても

未来においても普遍 ･妥当性を持ち (これは格言的過去と呼ばれる),また,"Allisnot

goldthatglitters･'',"Misfortunesnevercomesingly.''や "Slowandsteadywins

therace.''等のように,現在形を取りながらいつの時代にも不変の真理として通じている

ものもある.これらは,助動詞,特に法助動詞にたよることなく,時の試練を超えて,忠告
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し,あるいは警告してきたものであることは確かである.そこで,われわれに訴えているも

のが,内容的に f̀actualstatement●であるか,g̀eneralstatement'であるか,それが法

助動詞の有無により,どのように意味に差が生ずるか探求してみたのであるが,その結果,

法助動詞使用は,文全体を和らげ,意味精神をより明瞭に,より具体的にし,且,g̀eneral

statement'を示すのが普通であり,一方,法助動詞無使用は,単に f̀actualstatement'

を示すものもあれば (21の例1,22の例1,33の例2,52の例2等),過去,現在,栄

来の三世にわたって普遍 ･妥当性を保ち,ほぼ諺に相当する精神を示すものもある (22の

例3,28の例2,28の例3,41の例1-3等).また,̀beto-V'を助動詞の代りに用いる
ことによって,ほぼ諺と同じ品位と精神を示しているものもある (38の例2,42の例1等).

尚,ここに,例えば,法助動詞が二つ含まれる "Hewhowouldclimbtheladder

mustbeginatthebottom.'',"Pensmayblot,buttheycannotblush."のような諺

を扱わなかったが,それは本稿の2-6各節各項それぞれの所記内容に準ずることができる

からである.
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